

岡谷市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン（案）（概要）
＜ 人口動向から見える本市の現状 ＞
■平成15（2003）年以降自然減の状態が続いている
■老年人口（65歳～）割合が年少人口（0歳～14歳）割合を超えており、さらに出生数は減少傾向にある
■昭和45（1970）年以降社会減の状態が続いている
■年齢階級別にみると、転出者は20歳代、30歳代が多い
＜ 市民意向調査から見える本市の現状 ＞
■出産・育児に際しての心配は、経済負担が最も多い
■子育てと仕事が両立できる職場環境整備が求められている
■20歳代への結婚意識の啓発や異性と出会うきっかけづくりの支援が求められている
■転出先として、買い物の利便性や土地・住宅事情が良いことを求めている
■Ｕターン希望者は、就職ニーズにあった企業や職種を求めている
■本市の認知度は約32％と高い水準ではないが、約22％が本市への移住に対して肯定的な
回答をしている
＜ 人口減少対策の方向性 ＞
■ものづくり産業の振興による働く場の確保
■安心して子どもを産み育てることができる環境の整備
■本市の魅力を市内外に発信
[image: ]＜ 人口の将来展望 ＞
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＜ 生産年齢人口の将来展望 ＞
■生産年齢人口（15歳～64歳）	（単位：人）
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＜ 各推計の比較 ＞

■社人研推計
・人口　　　　　平成72（2060）年に28,669人
・生産年齢人口　平成72（2060）年に14,795人

人口減少対策
・合計特殊出生率　希望出生率（1.77）を平成37（2025）年に達成
人口置換水準（2.07）を平成47（2035）年に達成
・社会動態　　　　平成37（2025）年に均衡

■独自推計１
・人口　　　　　平成72（2060）年に39,000人程度を確保
・生産年齢人口　平成72（2060）年に21,000人程度を確保

さらに人口減少対策
・社会動態　　　　平成42（2030）年から生産年齢人口を年20人増加

■独自推計２
・人口　　　　　平成72（2060）年に40,000人台を確保
・生産年齢人口　平成72（2060）年に22,000人台を確保

平成72（2060）年の将来展望人口
40,000人台を維持
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平成22年 平成27年 平成32年 平成37年 平成42年 平成47年 平成52年 平成57年 平成62年 平成67年 平成72年

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

52,842 50,671 48,400 45,873 43,205 40,558 38,024 35,617 33,309 30,991 28,669

52,842 50,650 48,858 47,223 45,587 44,074 42,614 41,303 40,112 38,884 37,630

52,842 50,650 48,860 47,209 45,757 44,473 43,277 42,210 41,247 40,259 39,268

52,842 50,650 48,860 47,209 45,871 44,717 43,667 42,759 41,965 41,158 40,358
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Ｈ22 Ｈ27 Ｈ32 Ｈ37 Ｈ42 Ｈ47 Ｈ52 Ｈ57 Ｈ62 Ｈ67 Ｈ72

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

30,587 27,746 26,150 25,070 23,605 21,621 19,192 17,408 16,379 15,651 14,795

30,587 27,746 26,442 25,864 24,840 23,360 21,455 20,318 20,103 20,206 20,254

30,587 27,746 26,443 25,883 25,012 23,689 21,950 20,985 20,962 21,280 21,483

30,587 27,746 26,443 25,883 25,112 23,890 22,253 21,404 21,510 21,974 22,316
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